質問
1. 2010年12月11日時点での、玄海原発3号機の原子炉内の集合体193体のMOX燃料、ガドリニア入り燃料、通常ウラン燃料の種類と燃料体の配置、それぞれの燃焼度をお教え下さい。
2. 一次冷却水に放射性物質が漏れたことについての原因究明のための調査のスケジュールと調査方法をお教え下さい。
3. 上記調査に対して、結果の改ざんなどが発生しないための対策として、どのようなことをお考えでしょうか。調査結果の信憑性の保証方法をお教え下さい。
4. 今回の放射能漏れの集合体を特定する検査(シッピング検査)で、もし、MOX燃料からの放射能漏れがあった場合、プルサーマルを中止しますか。
5. 2010年12月11日発電停止までの情報伝達、意思決定について、時系列にお教え下さい。
(いつヨウ素131の濃度測定し、その結果を誰に報告し、その報告を受けて、誰が佐賀県など関係部署に連絡し、誰がどの時点で、発電停止を決定したのか)
6. 緊急時の社内、社外への連絡体制はどのようになっているのでしょうか。お教え下さい。
7. 今回の玄海原発3号機の原子炉が冷えるまで、どのくらい時間がかかるのでしょうか。
8. 玄海1号機、2号機、4号機の一次冷却水のヨウ素放射線量の測定は週1回ですが、プルサーマルの3号機は週4回です。この違いはどこからきているのでしょうか。
9. 玄海3号機の一次冷却水のヨウ素放射線量の測定は週4回ですが、実施は月火水木と7日間の前半に偏っています。その理由は何ですか。
10. もし、今回の一次冷却水のヨウ素放射線量の上昇が、金土日と週の後半におこっていたとしたら、どのようなシナリオが考えられますか。
11. 今回、一次冷却水に漏れた放射性物質はどのように取り除き、どのような処分をするのでしょうか。ヨウ素以外の放射性物質も含めて、お教え下さい。
12. ヨウ素以外の放射性物質の漏れの可能性は無いのでしょうか。あれば、その放射性物質はどのようにして、その存在を知ることができるのでしょうか。
13. 今回の一次冷却水への放射能漏れについて、国や自治体以外に、他の電力会社や燃料メーカーなどに連絡や報告はしていないのでしょうか。四国電力なども同様のプルサーマルを実施していますが、これらとプルサーマルの安全運転について、情報交換などはしていないのでしょうか。
14. 過去の玄海および川内原発における一次冷却水への放射能漏れ事故の記録(発生日時、発生原子炉、漏えいした燃料のメーカー名と燃焼度、漏えいの原因、関係自治体への連絡、国への報告の有無、マスコミへの説明、など)について、すべてお教え下さい。
15. 上記事故で、漏えいが発生した燃料棒(燃料被覆管に包まれた単体)もしくは燃料体が玄海、川内両原子力発電所内に、何本・何体保管されているか、お教え下さい。
16. 過去の起こった燃料被覆管のピンホールなどの漏れ個所を特定するための傷の大きさは最低どのくらいが必要だったのでしょうか。
17. 通常の定期点検では、放射能漏れの集合体を特定するシッピング検査は、行うのでしょうか。それとも、行わないのでしょうか。
18. 通常の定期点検で、燃料被覆管の検査で、変形などの異常が見つかったことが過去ありますか。あれば、実例をあげ、その後の結果をお教え下さい。
19. 玄海原発3号機の発電が止まっていますが、その間の電力はどのように賄っていますか。
20. 貴社の原子力発電所周辺の放射線量の環境モニターで「過去最高値」とあるのがどのような時に測定されたものなのでしょうか。過去一日のグラフしか表示されません。できれば、任意に過去にさかのぼって表示できるようにして頂けないでしょうか。
以上
20項目に対して、質問致します。
　　　　　　　　　　　貴社の誠意ある御回答をお願い致します。
